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要旨　海外における名古屋のイメージを掘 り起こすことは、国際的な観光地をめざす名古屋の現

在 と今後を考える上で不可欠な作業 となる。本稿は手始めにジャパノロジス トの日本論、海外で

出版された旅行ガイドブック、海外の博物館の展覧会を例に、それぞれに表現 された名古屋像を

明らかにする。

まず日本論ではYOKOSO!JAPAN大 使のアレックス ・カーの著書に注 目する。彼の著書Dogs

and Demonsで、名古屋は京都 と同様に土建国家日本の象徴である。観光に関した講演では広告が

乱立する視覚公害の街と紹介される。この厳 しい助言への対応が名古屋の課題となる。

旅行ガイ ドブックではミシュランのガイドブックを取上げる。名古屋は本質的な観光地ではな

いと明言されるが、名古屋域や熱田神宮だけでなく産業観光関連施設を積極的に紹介し、名古屋

港水族館の設備や展示を高く評価している。

海外の展覧会ではウィーン博物館の名古屋展を取上げる。都市計画、人口統計、余暇、移民な

ど多様な観点か らの見解には、名古屋が 自動車産業などモノづ くりのイメージだけではなく、正

統的な観光地のイメージとはまた別の新たな魅力をもち得る可能性が示されている。

キーワード 名古屋、インバウンド・ツーリズム、アレックス ・カー、ミシュラン、

ウィーン博物館

はじめに

2003年 に小泉首相(当 時)は2010年 までに訪 日外 国人旅行者を1000万 人に倍増させてインバウ

ンドとアウ トバウンドの不均衡を是正することを方針に掲げた。これ以降 「観光立国」実現のた

めに様々な活動が実施される。観光地としての魅力を海外へ発信する「ビジット・ジャパ ン・キャ

ンペーン」、国際的な競争力のある観光地づ くり「観光ルネサンス事業」、観光立国推進基本法施



行等を経て、2008年10月 に観光庁が発足する。

　 中でも「ビジット・ジャパ ン・キャンペー ン」が基本方針の一つに掲げたのが、2005年開催の「愛 ・

地球博」との連携だった。万博開催と中部国際空港の開港を控 えた中部地域でも、政府の一連の

動きを好機ととらえ、「中部の観光を考える百人委員会」のもと「ビジット・ジャパン・キャンペー

ン推進協議会」が設立された。その結果、「愛 ・地球博」を訪れた外国人105万 人のうち旅行者は

87万人にのぼ り、これは国土交通省が前年に発表 した万博その他の効果による目標100万 人増の

約87%を 達成するものだった(1)。名古屋圏では万博後も万博開催 による知名度の向上や観光客

を迎え入れる環境 ・設備の充実を活かしながら一層の観光振興をめざした。

　 この間、名古屋圏の観光の柱 として推進されたのが、モノづ くりの伝統を活か した観光モデル、

「産業観光」だった。「産業観光」は2007年 の観光立国推進基本計画で 「ニューツーリズム」の一つ

に位置づけられ、名古屋圏はこの新 しい観光モデルの中心地として注 目を集めている。 また2010

年開催の生物多様性条約第10回締結国会議、いわゆるCOP10を 見据えての環境をテーマにした

「環境観光」、同じく開府400年 を見据え、三英傑を輩出した歴史 と伝統を活かして戦国武将ゆか

りの城や寺社、古戦場跡地をめぐる「武将観光」の可能性 も並行して検討されている。

　インバウンド観光推進を考える場合、こうした観光振興の可能性の検討 と共に外国人観光客の

ニーズに関する本格的な調査 と分析の充実が望 まれる(2)。加えて名古屋の海外での紹介のされ

方を多様 な資料から探ることも欠かせない作業だろう13)。

　そこで、名古屋が どう海外で受けとめられているのか、それは名古屋が発信 しようとするイメー

ジとどのように重なり、また異なっているのかを考えてみたい。ただし、差異があったとしても

それを単純に否定すべきだと考えているのではない。観光客が想像を超える新鮮な魅力にふれる

ことは旅の最上の喜びだろうし、逆に迎える側が観光客の反応から思いがけない土地の魅力を知

ることもあるだろう。観光地と観光客の間にある差異をみつめることこそ、新 しい魅力を発見す

る契機 となる。以上のような考えに基づ き、ここでは手始めに、ジャパノロジス トのアレックス・

カーの日本論、ミシュランの旅行ガイドブック、ウィーン博物館のカタログというジャンルも言

語 も超えた多様な表現の中のNagoyaを 訪ねてみよう。

　　　　　　　　　　　　　　 1.ア レックス ・カーのNagoya

　国土交通省は2008年1月 にインバウンド推進の民間大使 「YOKOSO!JAPAN大 使」を任命 した。

17名の1人がアレックス ・カ一(Alex　 Kerr)で 、任命は 「京都の町家再生等に取 り組み日本文化

を体感できる観光資源創出に貢献」したことによる。

　1952年 にアメリカ ・メリーランドで生まれたアレックス ・カーが、横浜の海軍基地に弁護士と

して着任 した父 と共に初めて来 日したのは1964年 、12歳 の時だった。帰国後 はイエール大学の



ジョン ・ホール(John　 Hall)の もとで日本学を学び、在学中の1972年 に慶応大学に交換留学生 と

して再び来 日した。イエール大学の卒業論文は徳島県の祖谷がテーマだった。

　 彼は1973年 に祖谷で購入 した築200年 の農家の茅葺屋根の葺き替えを88年 に完成させ、「?庵(ちいおり)」

と名付けてその再生と維持を行いなが ら、 自然体験や地域の活性化 をめ ぐる活動を続けている。

「?」は竹の横笛を意味 し、「?庵」、つ まり竹の横笛の家 という屋号である。2004年 には京都の

町家の保存 と再生をめざす株式会社 「庵」を立ち上げた。修復 された町家は旅行者に宿として利

用され、格子窓、虫籠窓、坪庭などの日本的な趣を味わいなが ら京都で暮 らす ように旅ができる

よう考えられている。

　 また 「YOKOSO!　 JAPAN大 使」に続 き、2008年2月 に長崎の離島にある小値賀町の「おぢか観光

まちづ くり大使」に任命され、講演や執筆活動を通して観光分野の提言を精力的に行っている。

外国人観光客のニーズという点では、 日本の観光戦略は観光 とは大型バスの駐車場を作って高齢

者の団体旅行者を迎えることと誤解 してお り、全 くニーズを掴んでいないと批判する(4)。

　彼の最初の著書は自伝的エッセイ 『美しき日本の残像』である。これは 「新潮45」に日本語で連

載された後、1993年 に新潮社か ら単行本として出され、第7回新潮学芸賞を受賞 した。外国人で

初の受賞だった。選考委員の司馬遼太郎は選評でカーの文章を、彼と親交があ り同書に序文を寄

せた坂東玉三郎の「鷺娘」や「藤娘」の舞踊にたとえ、「矛盾、二律背反、相反する感情の両立とい

う二つの要素が綯い交ぜ られて進んでゆ く」ユニークな日本語表現の文章の創造が受賞の理由だ

と語った(5)。同書は1996年 に"Lost　Japan"の タイ トルで英訳されてオース トラリア等を拠点 と

するLonely　Planet　Publicationsか ら出版 された。99年 にイタリア語版Il　Giappone　e　la　Gloria、ポー

ランド語版Japonia　utraconaが続いた。

　 同書が 自身の成長 とその間の 日本の変化を記し た ものだ とすれば、2冊 目の著書Dogs　and

Demons:tales　 from　the　dark　side　of　Japan.2001,　 Hill　and　 Wangは 日本 の 現 在 を 論 じ た も の と な

る 。 こ ち ら は 英 語 で 書 き下 ろ さ れ た 後 、 日本 語 訳 『犬 と鬼 一 知 ら れ ざ る 日本 の 肖 像 一 』(講 談

社 、2002・4)、 韓 国 語 訳 「　　　　　 日本 』(Hong-IK　 Co,2002)、 中 国 語 訳 『犬 与 鬼 』(中 信 出 版

社 、 書 藝 出 版 社 、2006)が 出 さ れ た 。 オ リ ジ ナ ル は"remarkable　 portrait　of　modern　 Japan"

(New　 York　 Times,2001.4.15,by　 Richard　 J.　Samuel)と 注 目 さ れ る と共 に、 司 馬 遼 太 郎 が 『美 し

き 日本 の残 像 』の 批 判 の 裏 側 に 愛 情 を感 じ取 っ た よ う に 、 こ の本 も"a　product　 of　tough　love"

(Newsweek,2001.6.25,by　 Andrew　 Nagorski)と 紹 介 さ れ た。 ま た複 数 の大 学 で 日本 の現 在 を知 る

た め の テ キ ス トと して 活用 され て い る(6)。 日本 語 版 は2002年 末 の 「朝 日新 聞」書 評 委 員 が 選 ぶ 「今

年 の3点 」に も選 ば れ た 。

　 "Dogs　 and　Demons"、 この題 名 は カー が 師 事 した 白洲 正 子 宅 で 見 た 短 冊 の 言 葉 に由 来 し、 そ の

出典 は 『韓 非 子 』の 一 節 「犬 馬 難 、 鬼 魅 易 」だ とい う。 皇 帝 か ら絵 の 題 材 の 難易 を間 わ れ た 宮廷 画

家 が 「犬 馬 難 、 鬼 魅 易 」 と答 え た 。 身 近 な犬 は描 くの が 難 し く、 想 像 上 の鬼 は か え って 易 しい と



いうのだ。カーはこれを日本が直面する問題のメタファーとする。つまり、現代の諸問題の基本

的な解決は地味なだけに困難で、それに対して派手なモニュメントに資金をつ ぎ込むのは容易で

あ り、土建国家日本の近代化はこの 「鬼」への道を突き進んできたと主張する。さらにその結果、

日本では美しい風景も快適さも期待できなくなり、そのため観光事業でフランスなどはもとより

アジア諸国にも遅れをとることになったと述べる。"Japan　has　very　nearly　fallen　off　the　tourist

map"と までいう。日本にエキゾチシズムを求めてきたジャパノロジス ト達 と一線を画すこの鋭

い論調が同書の特色である。 カーが最初の本は文学であるのに対 して2冊 目は日本が世界の流れ

か ら外れた理由を明らかにするジャーナリズムだと述べた(7)の もそれによる。

　カーはこの日本論を外か らではなく内側からの視点で書いたとも述べているが、内と外の複眼

的視点を併せ持つ著書 と言った方がよいだうち。また「YOKOSO!　 JAPAN大 使」の著書である点、

そ して前 述 の よ う に海 外 で も広 く読 ま れ て い る 点 で も、 同 書 の 中 で 名 古屋 が どの よ うに 描 か れ て

い る の か を見 過 ごす こ とは で きな い。 同書 に お い て 名古 屋 は 、 京都 の 景 観 が"one　 of the　drearier

sights　of　the　modern　 world"と 述 べ られ た後 、 そ の 景 観 の 向 こ う に姿 を現 す 。 そ れ は建 築 の 面 で

も文 化 の面 で も興 味 の わ か な い 空 間 だ っ た 。

Across the hills and to the east lies another jumble of concrete boxes called Yamashina, 

and the same landscape continues interminably, past Yamashina to the drab metropolis 

of Nagoya, home to millions of people, but very  nearly devoid of architectural or cultural 

interest. And on it goes for hundreds of miles, all the way to Tokyo, which is only mildly 

more interesting to look at than Nagoya.

　また 「共生」のスローガンのもと自然破壊 ・環境破壊が公然と行われていると批判する箇所で、

本質的なものを隠蔽するスローガンの危険を示す例に名古屋が取上げられる。藤前干潟保全問題

に揺れる名古屋で、「自然の叡智」をスローガンに万博が開かれることが次のように揶揄 される。

For example, the city of Nagoya made plans to wipe out Fujimae, Japan's most important 

tidal wetland (after the loss of Isahaya), and use it as a dump, site. Faced with local 

opposition, the Fujimae project is now on hold — although the future of the wetlands 

is far from secure. Yet Nagoya plans to host Expo 2005 based on the theme "Beyond 

Development: Rediscovering Nature's Wisdom." How many foreigners will attend Expo 

2005, visit charmingly designed pavilions, listen to pious speeches about Japan's love 

of nature and about "rediscovering nature's wisdom," and never guess the devastation 

Nagoya plans for the wetlands right outside Expo 2005's gates?

名古屋は万博後もCOP10の 開催 を控えて「環境首都」のイメージを押し出そうとする一方で、「地

域ブランド調査2006」(ブ ラン ド総合研究所)の 「環境にやさしい」市のランキングで全国779都 市

中761位 にとどまり、2008年 に政府が公募 した 「環境モデル都市」の選にも漏れた。カーの揶揄 は



環境と観光をめ ぐって依然として混迷の中にある名古屋に辛辣 さを増 して突き刺 さる。

　 さらにカーは先に述べたように講演活動を通 しても、こうした自然、環境、景観、文化、観光

など多方面に渡る主張や提言を精力的に続けているが、そこでも名古屋は批判の的となる。たと

えば、2009年2月 の講演 「観光の場 として見た日本の魅力」(8)で 「観光立国」の実現を掲げる日本

の景観がいかに美的なものから程遠いのかを豊富な画像を実際に示 して聴衆に訴えた。まず京都

の三十三間堂のす ぐ前に電線が張 り巡 らされている1枚 が示され、続いてスクリーンに映 し出さ

れたのが名古屋圏の景観を写したものだった。看板が乱立した道路を写 した2枚 の画像は、看板

の文字か ら知多半島方面と推測されるものだったが、問題は名古屋圏で珍しくない風景だという

点にある。講演後、名古屋から来たことを伝えた私に彼は 「ごめんね。名古屋だけが悪いわけで

はない」とあたたかい言葉をかけて くれた。彼の日本論は言及の量と内容か ら京都への批判が中

心に見えるが、名古屋も土建国家にして観光立国に程遠い日本のシンボルとなっているのだ。

　 しかし、注意しなければならないのは、彼が古いものに固執 し新 しいものを単に否定 している

わけではないことだ。彼が進める「?庵 」や 「庵」のプロジェク トにしても伝統を活かしなが ら快

適に暮らすことができる空間の創出をめざしている。このことは彼が 「鬼」の対極 として挙げる

事例をみてもわかる。それはたとえば屋根の美しさとイルミネーションの力を効果的に活か した

中国雲南省北部の麗江であり、また新 しい建物を見事な統一感で見せる上海の事例である。

　 こらした彼の視点は名古屋の景観の現状 と課題を否応なく浮かび上がらせる。たとえば旧東海

道筋 にある有松 は有松絞 りの発祥地 として知 られると共に、卯建や虫籠窓、鬼瓦、海鼠壁、連

子格子等の伝統的な造 りの建造物が風情ある町並みを形作 り、1984年 に名古屋市の 「町並み保存

地区」に指定されている。その一方で以前から電線や電柱が美観を損なうと問題視 されてきた。

2008年 に漸 く有松線東側の区間を対象 にした電線共同溝整備、「有松東海道無電柱化事業」が着

工されたが、市の計画では完成は2010年 までかかるとされ、第二期工事の西部区間の計画は2011

年度以降としか決まっていない。

　 私は2009年3月 に有松 を実際に歩いて、カーのまなざし、を借 りて改めてこの町並みを眺めてみ

た。名鉄名古屋本線有松駅の知多方面行 きのプラッ トホームに降 りると、まず目に入 る風景は

ショッピングセンターであ り、英会話学校や携帯電話会社の広告の看板である。これらや高架橋

は旧東海道筋に出てからも建物の間か ら見 え隠れ し雰囲気や調和 を壊すことになる(9)。 たしか

に有松郵便局、有松小学校等は屋根や塀、壁などが地区景観 との調和を考えた造 りになってお り、

また高層建築や屋根の上の広告も見当たらないが、電柱や電線 は至るところで嫌でも目につ く。

カーのいう"visual　pollution"、視覚公害である。「町並み保存地区」であることを示す標識さえ電

柱 と並んでいる。加えて自動車やバイクが二車線で行 き交い、散策の楽しみを奪う。

　 こうした現地の姿はガイ ドブックやパ ンフレットでも消しようがない。たとえば2009年3月 現

在、市の観光案内所で外国人観光客向けに配 られている英語版観光リーフレッドLIVE　 MAP



NAGOYA　 2008-2009"で の"Arimatsu"の カ ラー 写 真 に は何 重 もの 電 線 が 写 り込 んで い る。

　 ア レ ッ クス ・カ ー は"Dogs　 and　Demons"や 『「日本 ブ ラ ン ド」で 行 こ う』(ウェ イ ツ 、2003・12)で 、

「日本 に は 「ソ フ ト」イ コー ル 「技 術 」と い う考 えが な くて、 生 産 ライ ンか ら出 て くる モ ノづ く りの

技 術 だ け が 先 端 技 術 だ と頭 か ら思 い 込 んで い る」(『「日本 ブ ラ ン ド」で行 こ う』)と発 言 し、 こ れが

元 凶 で 日本 の 観 光 産 業 が 遅 れ た とい う見 方 を示 す 。 つ ま り、 日本 で は観 光 は経 済 的 に立 ち遅 れ た

国 が 行 う こ とで 、 経 済 大 国 日本 が 行 うべ きはモ ノづ く りだ との思 い込 み が根 強 くあ っ た とい うの

だ 。 これ は 日本 全 体 の あ り方 の 問 題 と して 指 摘 さ れ て い る こ とだが 、 名 古 屋 圏 の観 光 を考 え る場

合 、 モ ノづ く りで め ざ ま しい 発 展 を遂 げた 反 面 、 観 光 地 と して ど う見 られ る の か とい う本 質 的 な

点 を疎 か に して きた 名 古 屋 に対 す る助 言 と して 響 い て くる の で は な い だ ろ うか。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　2.　 ミ シ ュ ラ ンの 旅 行 ガ イ ドブ ック のNagoya

　 フ ラ ンス の タイ ヤ ・メー カー の ミシュ ラ ンが 発 行 す る ガ イ ドブ ック に は、 レス トラ ンや ホ テ ル

の 情 報 を紹介 す る もの の 他 に観 光 旅 行 案 内 の シ リーズ が あ る。 い わ ゆ る"Le　 Guide　 Vert"で あ る 。

2009年3月 現 在 、 こ の シ リー ズ の合 計 刊 行 点 数 は325件 、 使 用 言 語 は9言 語 にわ た る。

　 日本 に 関 す る もの は 、 まず"MICHELIN　 Voyager　 Pratique　 Japon"が 、 「ビジ ッ ト ・ジ ャパ ン ・

キ ャ ンペ ー ン」の 一環 で 、 ミ シ ュ ラ ン、 国 土 交 通 省 、JNTO、 国 際観 光 サ ー ビ ス セ ン ター の 連 携

の も と、2007年4月 に 訪 日外 国 人 旅行 者 向 け 実 用 旅 行 ガ イ ドブ ック と して刊 行 され た。 そ の 後 、"Le

Guide　 Vert"が2009年3月 に 出 され 、 日本 で は プ レス リ リ ース の段 階 か ら話 題 を 集 め て い る 。 最

高 ラ ン ク の評 価 を得 た 高 山 は2009年4月 か らパ リに 職 員 を常 駐 させ 国 際 観 光 都 市 振 興 の足 が か り

に す る とい う。"MICHELIN　 Voyager　 Pratique　 Japon"は フ ラ ンス 語 版 の み で あ っ た が 、 今 回 は

2009年9月 に英 訳 の刊 行 も予 定 さ れ、 よ り多 くの 読 者 が 手 に と る こ とが 予 想 され る。"MICHELIN

Voyager　 Pratique　 Japon"と"Le　 Guide　 Vert"の 異 同 も興 味 深 い 問 題 だが 、 詳 細 は別 稿 に譲 り、 こ

こ で は"Le　 Guide　 Vert"を 中心 に取 り上 げ る。

　 'ミシ ュ ラ ン の ガ イ ドブ ッ ク の看 板 と も言 え る の が 星 に よ る格 付 け だ 。"Le　 Guide　 Vert"の 場 合

の基 準 は、 直 接 的 な旅 行 先 と して の価 値 を もつ場 所(Vaut　 le　voyage)、 が 三 つ 星 、 寄 り道 を して

訪 れ るべ き場 所(Merite　 un　detour)が 二 つ 星 、 興 味深 い場 所(Interessant)が 一 つ 星 と説 明 され

て い る。 星 がつ い て い な い名 所 も掲 載 され る 。

　 名 古 屋 は"MICHELIN　 Voyager　 Pratique　 Japon"・"Le　 Guide　 Vert"と も 一 つ 星 で あ る ・ 予 め

他 の地 域 や 都 市 の結 果 を概 観 す る と、"MICHELIN　 Voyager　 Pratique　 Japon"で 、 三 つ 星 の 主 な

観 光 地 は東 京 、 京 都 、奈 良 、 富 士 山 、 日光 、 高 山、 白 川 郷 、 同 じ く二 つ 星 は鎌 倉 、 金 沢 、 高 野

山、 松 山 、大 阪 、 長 崎 、 一 つ 星 は横 浜 、 長 野 、神 戸 、 広 島 、仙 台 、 札 幌 な どだ っ た 。"Le　 Guide

Vert"で は 高 野 山 が 三 つ 星 に 昇 格 し、 名 古 屋 圏 で も"MICHELIN　 Voyager　 Pratique　 Japon"で 一



つ 星 だ っ た犬 山が も う一 つ 星 を加 え た。 また 四 国 の欄 で は 、 ア レ ッ クス ・カー が 日本 の 原風 景 を

見 出 した祖 谷 が"La　 vallee　de　l'Iya"と して新 し く一 つ 星 で 追加 され た こ とが 目 を引 く。 そ こで は

西 祖 谷 が 二 つ 星 を得 た ほか 、 彼 が 再 生 した 「?庵 」も一 つ 星 の 評 価 を得 てい る(10)。

　 "Le　Guide　 Vert"の 地 域 別 の 説 明 欄 に入 る と、 こ こで は大 見 出 しに 中 部 が挙 げ られ 、 名 古 屋 は

そ の筆 頭 に取 り上 げ られ て い る。 伊 勢 志 摩 、高 山、 日本 ア ル プ ス、金 沢 、佐 渡 島が 続 く。 しか し、

中 部 全 体 の説 明 で は必 ず 訪 れ るべ き所 に伊 勢 神 宮 、 高 山、 金 沢 、 白川 郷 、木 曾 谷 、 白馬 、 野 沢 温

泉 、 松 本 城 、 善 行 寺 が 列 挙 され る 中、 名 古 屋 に 関す る言 及 は 中部 国 際空 港 が この地 方 の 出入 り口

と な る こ との み で あ る。

　 名 古 屋 圏 全 体 に関 す る説 明 は、"Quatrieme　 ville　du　Japon,　fief　de　1'empire　Toyota,　 is　prospere

Nagoya　 s'affirme　desormais　 comme　 1'un　des　plus　puissants　 moteurs　 de　la　croissance　 nippone"

と トヨ タが 牽 引 す る経 済 産 業 の 強 さ を印 象 付 け る一 文 で 始 ま る。 つ い で 自動 車 、 陶磁 器 、 パ チ ン

コ等 の 産 業 、 戦 災 と復 興 、特 に 道路 建 設 、 そ して 愛 知 万 博 にふ れ る。

　 次 に 観 光 地 と して 見 た 名古 屋 圏 に つ い て 、本 当 の観 光 地 で は な い と断 っ た上 で見 所 を紹 介 す る。

聖 地 とは 熱 田神 宮 、水 族 館 は名 古 屋 港 水 族 館 を指 す の だ ろ うが 、 域 とあ るの は集 一一に名 古 屋 域 と

いうことではないのかもしれない。 というのは、その後に必ず訪れるべ き場所 として徳川美術館、

名古屋港水族館 と共に犬山域を挙げる文章が続 くからだ。

　名古屋城は個別の施設、名所の説明欄で一つ星が付けられてお り、決して評価 されていないわ

けではない。説明文では築域の事情から現代の本丸御殿復元計画まで歴史がたどられる旦眺望の

素晴 らしさ、狩野派の障壁画の豪華さ、特に桜の時期の二の丸庭園の美しさ、茶会の催 しなども

紹介されている。 しか しその一方で、第二次世界大戦で焼失したことを残念だと述べ、現在の名

古屋城は再建された鉄筋コンクリー トの複製であること、素晴らしい眺望もエレベーターによっ

て与えられることが明記される。これは徳川美術館の説明欄で、「源氏物語絵巻」が特別展以外

の時期に複製やイメージビデオで提供されるのが貴重さゆえだと記されるのとは意味合いが異な

る。ちなみに徳川美術館は二つ星で、「源氏物語」自体は最高の三つ星である。また前掲 した"LIVE

MAP　 NAGOYA　 2008-2009"で 列挙 される金の鯱、石垣、駕籠に乗る体験コーナーにふれていな

いのも、複製に対するミシュランの姿勢の表れと見ることができる。

　 この点で対照的なのが名古屋周辺地域のページにおける犬山城の説明である。犬山域も初めに

国宝だと記された後に、木曽川の壮大な流れと恵那山と濃尾平野が見渡せる眺望 について記す。

ついで建築様式の説明が加 えられた後に、戦争や火事や地震 を超えて現存する奇跡が賞賛 され

る。この決定的な差が前述のように必ず訪れるべ き場所に犬山域のみが挙げられた要因と推測 さ

れる。犬山域は二つ星で、城下の庭園 「有楽苑」、茶室 「如庵」もそれぞれ一つ星を得ている。 さ

らに名古屋 と犬山の説明欄の比較対照で もう一つ付け加えるなら、犬山域の説明欄では江戸期の

か らくり人形の展示と実演を行 う「からくり館」が非常に大 きな喜びを味わえる場所だと高評価



を得ているが、同じくからくり人形の歴史と伝統をもつ名古屋の欄ではこの点にふれられていな

い。

　また"Le　Guide　Vert"の 名古屋域の説明は、江戸 と京都 を結ぶ東海道 との関係に関する説明か

ら始める点も特徴 といえる。このガイドブックでは旧東海道は箱根の項 目に二つ星で挙げられ、

歴史的な意味の説明と共にそこを自然や食べ物を楽 しみながら歩 く魅力が説かれている。広重の

「東海道五拾三次」も別にスペースを割いて紹介されている。名古屋域の説明で旧東海道が出て

くるのもこの部分との照応 と考えられる。こういう旧東海道への注 目の高さに反して、名古屋の

欄で有松が取 り上げられていないのは前述のような状況が評価の低 さに結びついただろうか。

　続 く徳川美術館は先に述べたように二つ星が付けられている。武具や 「源氏物語絵巻」を中心

にした尾張徳川家のコレクション約1万 点の所蔵を紹介する。

　ついで熱田神宮が取上げられる。評価は一つ星である。伊勢神宮、出雲神社に次いで第三の位

置にある聖地 と紹介 されている。この点について、"LIVE　 MAP　 NAGOYA　 2008-2009"、 同フラ

ンス語版(11)共に伊勢神宮に次 ぐと紹介 し、重要地だとの認識では一致するとはいえ、序列に差

が見られる。"Le　Guide　Vert"の ガイドブックで伊勢神宮は全体で三つ星、内宮、外宮共に二つ星、

さらに「おはらい町」が一つ星を得ている。説明に割かれるスペースも熱田神宮の約三倍である。

前述の高山、犬山、白川郷に続いて伊勢 という近郊の観光地が高評価を得ていることは名古屋圏

にとって広域観光戦略を展開する上では望 ましいことといえるが、交通上の玄関に終わらない

ためにどうすべ きか という課題がなお残るだろう。 また出雲大社にしても"MICHELIN　 Voyager

Pratique　Japon"で は取上げ られていなかったが、"Le　Guide　Vert"で はいきなり二つ星の評価 を

得て、説明文 も熱田神宮の二倍以上の分量である。前述の名古屋城の場合 と同様 に熱田神宮も戦

後に再建 された建物であることが明記されてお り、この点が評価 に影響 を与えていることが窺え

る。同 じように"reconstruit"、"reconstruction"と 再建を意味する語を用いても、伊勢神宮の方

は式年遷宮に関する説明だという違いがある。

　 その一方で熱田神宮の自然の豊かさ、特に大楠に賞賛されていることが印象に残る。前述 した

旧東海道の説明文では並木道自体が太字で強調 して記された上で二つ星を与えられてお り、伊勢

神宮の説明でも老木が紹介される。これらの記述は観光資源としての大楠の可能性を感じさせる。

　 実は星は付けられていないが、こうした歴史的 ・伝統的な建造物に先立って"Le　Guide　Vert"

で取上げられているのが、JR名 古屋駅周辺、ノリタケの森、 トヨタテクノミュージアム産業技

術記念館の三箇所である。このうちJR名 古屋駅周辺では1999年 完成のツインタワー・同 じく

2006年 完成のミッドランド・スクウェア、2007年 完成のルーセントタワー、2008年 完成のスパイ

ラルタワーといった新 しい高層建築を通して名古屋の現在が紹介される。また2001年 にオープン

した陶磁器関係の複合施設ノリタケの森や1994年 に開館 した繊維機械と自動車の記念館 トヨタテ

クノミュージアムが見出しとして名古屋域に先立って最初に取 り上げられているのは、名古屋の



「産業観光」への取 り組みが浸透 した結果と考えられる。

　同じく近代的な訪問地では名古屋港が一つ星で取上げられている。南極観測船ふじには星は付

けられていないが、現役時の活動や現在の展示の様子が説明されている。また名古屋港水族館は

2001年 の拡張後は日本で最 も素晴 らしい水族館になったと高 く評価され、星 も二つである。具体

的には鯨の進化の過程など海洋性生物の生態がホログラムやIMAXと いった映写システムで鑑

賞することができ、教育上も効果が高いことが紹介されている。東山動植物園や藤前干潟 といっ

た自然環境をめ ぐる場所が取上げられていない中、この名古屋港水族館の健闘は注 目に値する。

　 　 　 　 　 　 　 3.　 Nagoya:Das　 werden　 der japanischen Gro stadtのNagoya

　 名 古 屋 市 博 物 館 は ウ ィー ン博 物 館 と姉 妹 館 の提 携 を 結 ん で い る。2008年2月7日 か ら5月4日 に

か け て ウ ィ ー ン博 物 館 で 開 催 され た"Nagoya:Das　 werden　 der　japanischen　 GroBstadt"は 両 館

の4回 目の 交 流 展 とな る。 カ タ ロ グ に掲 載 さ れ た ウ ィー ン博 物 館 館 長 ヴ ォ ル フ ガ ン グ ・コ ー ス

(Wolfgang　 Kos)の 序 文 に あ る よ う に、 ウ ィー ン と名 古 屋 との 交 流 で は1873年 の ウ ィー ン万 博 開

催 時 に名 古 屋 城 の 金 の鯱 が 日本 館 の 展 示 品 と して 出 掛 け た こ と もあ る。 そ の ウ ィー ン万 博 が 浮 世

絵 を 中心 と した 日本 文化 ブ ー ム 、 い わ ゆ る ジ ャポ ニ ズ ム を ヨー ロ ッパ に 巻 き起 こ した こ とは よ く

知 られ て い る が、 こ の名 古 屋 展 は 、 日本 の 大都 市 の発 展 を意 味 す る 副 題 に 明 らか な よ うに 、 そ う

い うク ラ シ カル な 日本 の 美 し さ につ い て美 術 品 を通 して紹 介 す る 展 覧 会 とは全 く異 な る も の だ。

域 下 町 と して栄 え た街 が伝 統 と西 洋 か らの 影響 との 間 で揺 れ動 きな が ら近代 的 な都 市 へ と発 展 す

る道 筋 を紹 介 す る もの で、 こ の よ うに 日本 の一 つ の都 市 の歴 史 と発 展 を テ ー マ に した展 示 が ヨー

ロ ッパ で 開催 さ れ る の は ほ ぼ初 め て の試 み だ とい う(12)。

　 こ の展 覧 会 は"Die　 Presse"、"Kronen　 Zeitung"、"Kurier"な どウ ィー ンの 地 元 紙 で も大 き く取

り上 げ られ た 。 た とえ ば"Die　 Presse"は 開催 初 日 にAnne-Catherine　 Simonに よ る紹 介 記 事 を掲

載 した 。 侍 階 級 の 文 化 か ら近 世 の小 説 の発 展 、 北 斎 漫 画 、 ア メ リカ 的価 値 観 の影 響 ま で様 々 な新

しい 発 見 が もた ら され 、 一 都 市 の 展 覧 会 で あ りな が ら100の 物 語 が 語 られ て い る よ う な名 古 屋 の

多 面性 が 感 じ られ る と紹 介 した。

　 ま た展 示 閲 覧 室 の ノ ー トに は"interessant"、"schon"、"super"と い っ た 感 動 と賞 賛 を表 わす ド

イ ツ語 と、 ウ ィー ンで 名 古屋 展 が 開催 され て い る こ とへ の驚 きや 懐 か しさ を表 わす 日本 語 が 入 り

混 じっ て 記 され 、 来 場 者 の 熱 気 が 率 直 に伝 わ って くる。 これ を機 に現 代 日本 に 関す る展 示 を さ ら

に望 む ドイ ツ語 の 感想 もあ る。 ドイ ツ語 は当 地 の 人 々、 日本 語 は 当地 在 住 、 或 い は旅 行 で 訪 れ た

日本 人 の もの で あ ろ う。 日本 語 を学 習 して い る人 が 書 い た と思 われ る文 章 も あ る。

　 この 展 覧 会 で は 総 頁 数279頁 の カ タ ロ グが 刊 行 され 、 展 示 の模 様 や ウ ィー ン側 が 名 古 屋 を ど う

と らえ、 ど う紹 介 した の か を知 る こ とが で き る。 両館 の 責任 者 に よ る序 文 に続 い て ヴ ォル フ ガ ン



グ ・コー ス が"Keizo　 Kitajima　 PORTRAITS+PLACES　 1992-2007"で 取 上 げ る の は、 タ イ トル に

あ る写 真 家 北 島敬 三 の プ ロ ジ ェ ク ト"PORTRAITS+PLACES"だ 。 この プ ロ ジ ェ ク トの 撮 影 地

に 名 古 屋 も含 まれ て い るが 、 名 古 屋 の 特 色 が 映 し出 され て い る わ けで は な い。 コ ース が 説 明 す る

よ う にむ しろ匿 名 性 に よ って 街 の 個 性 は消 し去 られ る。 つ ま り、 こ の カ ダ ロ グは 二 都 市 の 歴 史 と

発 展 を テー マ に しなが ら、 ブ ラ ン ド化 を拒 む試 み を取 上 げ る こ とか ら敢 え て始 ま る の だ。

　 こ う し た展 覧 会 の テ ー マ と カ タロ グ の構 成 と の前 衛 性 に対 応 して 、 カ タ ロ グ に収 録 され た各

論 考 は多 彩 な観 点 か ら新 鮮 な 名 古 屋 イ メ ー ジ を打 ち 出 す 。 ウ ィー ン博 物 館 側 か らの 寄 稿 で は、

ヴ ォ ル フ ガ ン グ ・コ ー ス が"Gewachsen　 in　schnellen　 Schuben:Nagoya　 und　 die　Geschichte　 der

japanischen　 GloBstadt"を 寄 せ て い る。 こ れ は観 光 地 名 古 屋 に とっ て隊 しい一 節 か ら始 め る。

Beim Durchblättern von Japan-Reiseführern vor der Abreise stellt sich Irritation ein. Fast 

 alle Guides widmen Nagoya nur wenige Stein. Typische Einleitungssätze: „Es gibt nicht 

unbedingt  viele Gründe, warum man seine Zeit ausgerechnet in Nagoya verbringen sollte. 

Die Stadt ist zwar nach Tokio, Yokohama und Osaka viertgrößte des Landes, doch ist sie 

nicht gerade mit Sehenswürdigkeiten gesegnet."

ここではガイドブツクか ら与えられる名古屋イメージが呼び起こされる。それは見るに値する

美術や建築は殆んどない都市だという。コースはこうした名古屋のイメージに新 しい見方を付け

加える。歴史的建造物や景観を無視して進んだ発展か ら自然環境保護への転換に、東京や京都以

上に現代の日本を代表する都市の姿を見る。また名古屋の都市化のプロセスの急進性 と推進力の

強さは注 目すべ きだとすると共に、明治期のダイナミックな成長 と第二次世界大戦での被害から

の再建を"Palimpsest"、 つまり書いてあった文字を消 して再利用 した写本にたとえることで名古

屋に潜在する可能性を提示する。

次にゼ ップ ・リンハル ト(Sepp　Linhart)の"Die　 Megalopolis　Nagoya"で は、江戸時代か ら現

在までの人口の推移から考察が行われた。リンハル トは日本社会学を研究するウィーン大学の教

授である。彼は流行歌 「大名古屋大行進曲」(中山晋平作 曲、西条八十作詞)を 取 り上げ、その歌

詞の中で繰 り返される 「伸びる」という動詞に、「濃尾平野」との語呂合わせ と共に、1930年 に100

万都市(　)に成長した発展のダイナミズムの凝縮を読み取る。また2005年 の人口統計の産業別構造か

らポス ト産業都市の側面を浮かび上がらせ、モノづ くりとはまた別の名古屋の可能性を提示する。

さらに人口の増大が余暇行動の幅を広げたとの観点は、別稿の"Freizeit　und　Unterhaltung　 im

Nagoya　 der　Moderne"へ と展開する。

こちらでは、都市の発展とは単に経済的な側面だけではなく余暇の面か らも追求されるべきだ

との立場から、江戸か ら現代までの名古屋の余暇と娯楽の歩みが辿 られる。男性にとっての伝統

的な娯楽 として日本酒を取上げる際はき名古屋城の御畳奉行だった朝日文左衛門の 日記 『鸚鵡籠

中記』を紐解き、江戸の人々が酒を楽 しんだ様子が語られる。挿図には酔った人々 を中国風 に描



い た18、19世 紀 の絵 皿 や 同 時期 の 酒燗 器 が挙 げ られ る 。そ して こ う した侍 の後 継 者 と して サ ラ リー

マ ン を位 置付 け 、 ボ トル を キー プす る シス テ ム は行 きつ け の店 と の 関係 を深 め、 大 都 市 に暮 らす

人 々 の抱 え る疎 外 感 を埋 め る役 割 を果 た す と文化 的 意 味付 けが な され る。 同 じ くパ チ ンコが 名 古

屋 発 祥 の娯 楽 と紹 介 され 、 この 遊戯 を楽 しむ 精神 性 が 群 集 と孤独 の 関連 か ら分 析 さ れ る。 こ の展

覧 会 に は戦 後 ま もな くの 正 村 商 会 製 のパ チ ン コ 台 や 現 代 の パ チ ン コ店 の 広 告 が 展 示 され た 。 一

方 、 女 性 の娯 楽 で は観 劇 を挙 げ る。 また演 劇 の盛 ん な名 古 屋 の 土 地柄 を江 戸 の 歌 舞 伎 か ら現 代 の

ミュ ー ジ カ ルや ウ ィー ン フ ィルハ ー モ ニ ー の公 演 まで紹 介 す る。 この他 、 か ら く り入 形 か ら産 業

ロ ボ ッ トへ の道 の りや 近 代 の野 球 や サ ツカ ー に もふ れ られ る。

　 リ ンハ ル トは こ の文 章 の 中 で大 須 観 音 地 区 の遊 郭 と して の歴 史 に言 及 した が 、 大 須 観 音 地 区 の

現 在 を 自 ら探 索 した の は オ ー ス トリ ア 出 身 の作 家 ザ ビ ー ネ ・シ ョル(Sabine　 Scholl)だ 。 彼 女 の

"Ki
mono,　 Auslander　 and　 Gothic　Lolitas:Die　 Gegend　 um　 den　Osu-Kannon-Tempel　 in　Nagoya"は 、

2003年 に 名 古屋 市 立 大 学 の 客 員 教 授 と して 名 古 屋 に滞 在 し、 そ の後 、2007年 に再 び名 古 屋 を訪 れ

た 時 の体 験 が 下 敷 き と な った 。

　 冒 頭 で は 地 下 鉄 の 車 内 で ブ ラ ジ ル ・ア クセ ン トの ポ ル トガ ル語 が 耳 に入 っ て く る 。 シ ョル は

彼 らの 言 葉 と顔 つ きか ら1920年 代 に ブ ラ ジ ル へ 移 住 した 日本 人 の 子 孫 だ と想 像 し なが ら大 須 に

降 り立 つ 。 シ ョル の 目に 映 じた大 須 は、 名 古 屋 圏 の 産 業 界 の 国 際 的競 争 力 を支 え る外 国 人 労 働

者 の た ま り場 で あ り、 彼 女 は そ こ に い る 自分 を外 国 人 の 中 の外 国 人 と認 識 す る。 また 大 須 は着 物

や そ の他 の衣 服 を安 価 で販 売 す る場 所 で もあ っ た。 そ こ で は京 都 の よ うな 土 産 物 も売 られ て い な

け れ ば 、 テ ィ フ ァニ ー や ジ ミー ・チ ュ ウの よ うな 高 級 ブ ラ ン ドも見 当 た らな い。 そ して コ ス プ

レや ゴ シ ッ ク ・ロ リー タ の 格 好 を した 少 女 た ち の 活 動 場 所 で もあ っ た。 この 点 か らは 少 子 化 社

会 の 影 響 と ドレス コー ドに 表 れ た 所 属 意 識 が 導 き出 され る。 シ ョル は こ う い う大 須 を"Kieidung ,

Verwandlung,　 verschiedene　 Identitaten"の 場 と意 味付 け る 。衣 服 、変 身 、様 々 な ア イ デ ンテ ィ テ ィ

の場 とす る こ と を通 して 、 一 旦 は外 国 人 観 光客 に必 然性 の ない 場 所 だ と した名 古 屋 を様 々 な文 化

的 ・歴 史 的考 察 が 可 能 な異 国へ と読 み 替 え る の だ 。 な お 、 日系 ブ ラ ジル 人 の 問 題 は シ ョル を通 し

て 関心 を も った とい うTermini,Isabel."Flug　 Nr.　LH737　 Nagoya-Frankfurt:ruckwarts　 gelesen"

で も言 及 さ れ る。

　 ド イ ツ ・ル ー ル 大 学 の ウ タ ・ホ ー ン(Uta　 Hohn)の"Stadtplanung　 in　Japan　 am　 Beispiel

Nagoyas"は 、 徳 川 家 の 城 下 町 と して 形 成 さ れ た 名 古 屋 が現 代 ま で に 辿 っ た発 展 を都 市 計 画 の観

点 か ら考 察 す る。 防 火 と商 業 の た め に四 間 の 幅 で 造 られ た 道 路 、 い わ ゆ る 四 間道 が1986年 に名 古

屋 市 の 町 並 み 保 存 地 区 に指 定 され 、 現 在 も文 化 的 な観 光 資 源 の 意 味 を担 っ て い る と、 名 古 屋 の観

光 に も 目が 向 け られ る。 名 古屋 圏 を訪 れ る 人 に とっ て の 滞 在 の クオ リ テ ィー が 向上 す る こ とが 必

要 だ と し、 そ の た め に は広 小 路 大 通 りの再 建 が 必須 だ と述 べ られ て い る。 さ ら に名 古 屋 圏 は既 に

発 展 の時 期 を終 え た と見 極 め、 今 後 は経 済 的 な再 構 造 化 、 グ ロ ー バ ル化 を背 景 に よ り複雑 な都 市



計画がなされるべ きであり、そのためには日本 ・ヨーロッパ間で経験 と知の交換が行われること

が重要だ と主張する。

　 このようにウィーン側の名古屋観は多種多様な観点から、名古屋がモノづ くりのイメージだけ

では括れない複雑な要素を併せ持ち、そのためにす ぐれて現代 日本を代表する場であることを具

体的に表 している。このカタログは名古屋が国際的な共同研究対象 に成 り得ることを示すと共に、

正統的な観光地のイメージとはまた別の魅力を海外に伝えることの可能性をも示 している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※

　以上、アレックス ・カーの 日本論、 ミシュランのガイ ドブック、ウィーン博物館の名古屋展を

取 り上げ、それぞれの名古屋像を検討 してきた。前述 したミシュランのガイ ドブックの異同に関

する分析 をはじめ、今後も名古屋の国際的なイメージを掘 り起こす作業を継続 して行いたい。

注

1　 2005年10月26日 付 の中部運輸局の プレス リリース を参照 した
。

2　 た とえば 「東海観光交流圏形成推進モデ ル調査報告書」(経済産業省 中部経済産業局
、2005・3)で 産業観

　 　光に関する 「外国人ユ ーザ ーニ ーズ」を探 る調査 が行 われ、都 市セ ンターで もアンケー ト調査 「外 国人

　 　がみた名古屋 の まちづ くり」の結果が発表 されてい る(「名古屋都市 センター機 関紙」1993・11)が 、 ど

　 　ち らも在 日外国人 を対象 としている。 日本政府観光局(JNTO)の 外 国人向 け総合観光案内所 ツー リス

　 　 ト ・イ ンフ ォメー シ ョン ・セ ンター(TIC)で は訪 日外国人観 光客 を対象 に アンケー ト調査が2006年

　 　か ら行 われ ているが、名古屋圏で もこう した地道な調査 と分析が よ り積極 的、かつ継続的 に行 われる
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　 　 こ とが 望 まれ る 。

3　 観 光 地 の イ メ ー ジの 市 場 的 価 値 の 高 さ は注 目 を集 め てお り
、 こ の分 野 の 研 究 動 向 はNaoi,Taketo."The

　 　Image　 of　Japan　 as　a　Tourist.　Destination　 as　Perceived　 by　British　Residents",　 Journal　 of　OKAYAMA

　 　 SHOKA　 UNIVERSITY,37(2),2001.10:43-70に 整 理 され て い る 。

4　 「voice」2009年1月 号 の イ ン タ ビ ュ ー で の 発 言
。 ま た 立 教 大 学 「観 光 教 育 イ ニ シ ア テ ィブ 」主 催 シ ンポ

　 　 ジ ウ ム 「こ れ か らの 旅 行 者 像 と もて な し方一 観 光 立 国 実 現 に 向 け た 人 材 育 成一 」(2009年2月20日)で 、

　 　 日本 の もて な しの 文化 は 繊 細 な心 配 りが魅 力 だ とす れ ば 、 外 国人 観 光 客 に とっ て は メニ ュ ーが 決 ま っ

　 　 て い る こ と、 そ こ に含 まれ な い こ と を頼 ん だ 時 に 融 通 が 利 か ない こ とが マ イ ナ ス ポ イ ン トだ と発 言 し

　 　 た 。

5　 「新 潮45」1994・7

6　 Temple　 Universityの2006年 の"Asian　 Studies"やSan　 Jose　 State　Universityの2008年 の"Japanese

　 　 Culture"　 　0

7　 「東 京 新 聞 」2002・7・7

8　 注4の シ ン ポ ジ ウ ムで の招 待 講 演
。



9　 名古屋市立大学 ・日本政策投資銀行連携 シンポ ジウム 「名古屋の観光 まちづ くり」(2007年12月12日)で

　　 藻谷浩介 も近代的建物が見 えることが有松 の景観の問題 だと指摘 した。

10　 カーの活動やLost　Japanの 主張が紹介 され
、彼の警鐘が 「境庵」に結実 してい ると評価の所以が説明 さ

　　 れている。

11　2009年3月 現在
、市の観光案 内所 では フランス語版 は2006年 版 が配布 されている。同案内所 に よれ ば、

　　 フラ ンス語 版は需要が少ないため2006年 版 以後 改訂 されてい ない とい う。

12　 「名古屋市博物館 寿 より」180号
、2008・2・1

※　名古屋 市博物館 の田中青樹学芸課 長に"Nagoya:Das　 werden　 der　japanischen　 GroBstadt"に 関する

　 ウィー ンでの報道 資料 や展示閲覧室のノー トの コピー など貴重 な資料 を頂いた。記 して深謝の意 を表 し

　 ます。

※　 本稿 は名古屋 市立大学人 間文化研 究所 共同研 究プ ロジェク ト「名 古屋の 『観光 まちづ くり』に関する

　 人文社会科学分野か らの学際 的研究」(研究代表者:山 田明)に よる。


